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■ハイセイフティ用途での使用について
    本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用等の一般的用途を想定
  して設計・製造されているものであり、原子力施設における核反応制御、航空機自動飛
  行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用
  機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など、極めて高度な安全性が要求され、
  仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途
  （以下「ハイセイフティ用途」という）に使用されるよう設計・製造されたものではあ
  りません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すこ
  となく、本製品を使用しないでください。お客様がハイセイフティ用途に本製品を使用
  したことにより発生する損害につきましては、お客様または第三者からのいかなる請求
  または損害賠償に対しても当社は一切その責任を負いません。

１．Windows Vista(R) および Windows(R) 7 使用時の注意事項
=========================================================

  * 名刺ファイリングＯＣＲ は環境依存文字（unicode）には対応していません。
    名刺ファイリングＯＣＲ のインストール先、名刺ファイリングＯＣＲを使用するとき
    のユーザー名、名刺ファイリングＯＣＲ で扱うフォルダ名、ファイル名、その他の文
    字列に、環境依存文字（unicode）を使用しないでください。

  * 名刺ファイリングＯＣＲ の名刺データベースの拡張子（.crd）が Microsoft社から
    提供される Windows CardSpace アプリケーションが使用するファイルの拡張子と同じ
    となります。このため、名刺ファイリングＯＣＲ で作成した名刺データベースのファ
    イルのアイコンが、Windows CardSpace アプリケーションのアイコンで表示されます。
    名刺ファイリングＯＣＲ で作成した名刺データベースファイルは、名刺ファイリング
    ＯＣＲで問題なくご使用いただけますが、名刺データベースの作成時には、Windows 
    CardSpaceアプリケーションが使用するファイルと区別できる名前（保存するフォルダ
    名やデータベースファイル名）を付けてご使用ください。

２．インストール時の注意事項
============================

  * 本製品は以下のオペレーティングシステムで動作します。
      Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional 日本語版
      Microsoft(R) Windows(R) XP Home Edition 日本語版
      Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 日本語版
      Microsoft(R) Windows Vista(R) Home Basic   日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows Vista(R) Home Premium 日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows Vista(R) Business     日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise   日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate     日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows(R) 7 Home Premium 日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows(R) 7 Professional 日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows(R) 7 Enterprise   日本語版（*1）
      Microsoft(R) Windows(R) 7 Ultimate     日本語版（*1）
      *1：32 ビット版/64 ビット版

    注）オペレーティングシステムには、Microsoft(R) Internet Explorer 6.0以上がイ
        ンストールされている必要があります。
        なお、Windows(R) 2000 で 名刺ファイリングＯＣＲのヘルプをご覧になる場合



        は、Microsoft(R) Internet Explorer 6.0 SP1以上をインストールしてくださ
        い。
  　注）Windowsのマルチユーザー切り替えおよび、リモートデスクトップ機能には対応
        しておりません。

  * ルートディレクトリに直接インストールはしないでください。正常に動作しない場合
    があります。適当なディレクトリにインストールしてください。

  * インストール先のディレクトリは 104 文字を超えないでください。正常に動作しな
    い場合があります。104 文字以内のディレクトリにインストールしてください。
    
　* 旧バージョンの製品が 104 文字を超えるディレクトリにインストールされている場
    合、旧バージョンの製品をアンインストールしてから本製品のインストールを実行し
    てください。（旧バージョンで使用していた｢名刺データベース｣は、そのまま引き継
    がれます。）
    注）アップグレードを行う場合は、旧バージョンの製品がインストールされている必
    要があります。旧バージョンの製品を 104 文字以内のディレクトリにインストール
    してから本製品のインストールを実行してください。

  * 管理者権限（Administrator 権限）のあるユーザー名でログインしてからインストー
    ルしてください。

  * インストール先のディレクトリ名に下記に示す文字を使用しないでください。
    使用するとプログラムが正常に動作しない場合があります。
    / ; , . * ? " < > | # %

  * Windows Vista(R) もしくは Windows(R) 7 でインストールする場合、「ユーザーア
    カウント制御」画面が表示されますので、「続行」ボタンを選択してください。

  * インストール先のフォルダには、ローカルディスクのフォルダを指定してください。

  * ｢ユーザーズガイド｣をご覧いただくには、｢Adobe(R) Reader(R)｣または、
    ｢Adobe(R) Acrobat(R)｣が必要です。

３．アンインストール時の注意事項
================================

  * 管理者権限（Administrator 権限）のあるユーザー名でログインしてからアンインス
    トールしてください。

  * アンインストールは、名刺ファイリングＯＣＲ を終了させてから実行してください。

  * アンインストール時に「共有ファイルを削除しますか?」のメッセージで共有ファイ
    ルを削除すると、他のプログラムがまだこのファイルを使用している場合、プログラ
    ムが動かなくなる恐れがあります。

  * アンインストールしてシステム再起動後、一度管理者権限（Administrator 権限）の
    あるユーザー名でログオンすると、アンインストールが完了します。

  * Windows Vista(R) もしくは Windows(R) 7 でアンインストールする場合、「ユーザ
    ーアカウント制御」画面が表示されます。管理者権限（Administrator 権限）のある
    ユーザーの場合は「続行」ボタンを、管理者権限（Administrator 権限）のないユー
    ザーの場合は、管理者権限（Administrator 権限）のあるユーザーを選択し、パスワ
    ードを入力してから「OK」ボタンを選択してください。

  * 名刺ファイリングＯＣＲ をアンインストールしても名刺データベースは削除されま
    せん。

４．名刺データベースについて
============================

  * 旧バージョン(V1.0、V1.1、V1.2、V2.0、V2.1、V2.2)の名刺ファイリングＯＣＲで作
    成した名刺データベースは、本バージョン(V2.2)でそのまま使用することができます。

  * 本バージョン(V2.2)の名刺ファイリングＯＣＲで作成した名刺データベースを、
    旧バージョン(V1.0、V1.1)の名刺ファイリングＯＣＲで使用する場合、以下の



    制限、および注意事項があります。
         - 本バージョンの添付ファイル機能を使用して名刺データに添付したファイル
           を参照、および操作（追加、削除 等）することはできません。
         - 添付ファイル付きの名刺データを削除しても添付されたファイルは削除され
           ず残ったままとなります。
    　　注）添付ファイル機能を使用している名刺データベースは、旧バージョン(V1.0、
        V1.1)では使用しないでください。
    ＃旧バージョン(V1.2、V2.0、V2.1)の名刺ファイリングＯＣＲは、制限、および
      注意事項はありません。

  * 名刺ファイリングＯＣＲの名刺データベースを共有して使用する場合、最大5台まで
    の動作を保証いたします。

  * 名刺ファイリングＯＣＲの名刺データベースを正常に使用するために、名刺データ
    ベースのファイルパス長が128文字を超えないように、名刺データベースを作成（「新規作成」
    、「名前を付けて保存」）してください。また、128文字を超えないファイルパスの
    名刺データベースを使用（「開く」、｢既存データベースへの追加｣）してください。

５．サポート解像度について
==========================

  * 認識におけるサポート解像度は
    カラー　　　　　　　　　150dpi以上、推奨解像度は300dpi
    ２値（白黒、モノクロ）  300dpi以上、推奨解像度は400dpi
    です。

６．実行時の注意事項
====================

  * 256色のディスプレイドライバを使用すると、24ビットフルカラーイメージが黒ずん
    で表示される場合があります。

  * 名刺修正画面の住所、メモ等の項目に改行コードを入力できますが、エクスポート
    連携実行、及び印刷では改行コードは出力されません。

  * 名刺修正画面で、住所を郵便番号に変換する場合、都道府県名および市郡区名が
    省略されていると変換できません。

  * 名刺修正画面での郵便番号住所変換では、平成21年1月版の郵便番号および住所を
    使用しているため、これ以降に新設された町名等が表示されないことがあります。

  * タスクバーが[自動的に隠す]モードになっている場合、タスクバーが表示されない場
    合があります。この場合、<Ctrl>キーと<Esc>キーを同時に押すことにより、[スター
    ト]メニューとタスクバーが表示されます。

  * 管理者権限（Administrator 権限）のあるユーザー名以外でログオンすると他のアプ
    リケーションと正常に連携できない場合があります。

  * EPSON TWAIN 3 ドライバで動作するスキャナで、スキャナ装置が接続されていないか、
    もしくはスキャナ装置の電源が入っていない状態で読み取りを実行すると、アプリケ
    ーションが異常終了する場合があります。

  * Windows(R) XP、Windows Vista(R)、Windows(R) 7 において、スキャナ読み取り中(
    ドライバ画面表示中を含む)にユーザーの切り替えを行い、切り替えたユーザーでス
    キャナ読み取りを行うことはできません。他のユーザーでのスキャナ読み取りが完了
    してから、再度実行してください。

  * Windows(R) 2000 および Windows(R) XP Professional では、標準ユーザー(Power 
    Usersグループ)以上の権限を持つユーザーでログインしてご使用ください。
    Windows(R) XP Home Edition では、ユーザーアカウントをコンピュータの管理者に
    設定してからご使用ください。
    Windows Vista(R) および Windows(R) 7 では、標準ユーザー以上の権限を持つユー
    ザーでログインしてご使用ください。

  * 送信先の設定ダイアログの「TO(宛先)」、「CC」、「BCC」に、複数のメールアドレ
    スを指定した場合、メールソフトによっては、指定したすべてのメールアドレスが登



    録されないことがあります。

７．前バージョンからの変更点
=============================

 V2.0L10/V2.1L10/V2.2L10 → V2.2L20 の変更点

  * Outlook連携(シンクロナイズ)の不具合を修正しました。
  * ラベル印刷の不具合を修正しました。
  * データ連携対象項目に、「携帯電話」を追加しました。
  * YAHOO!会社名検索のURL変更に対応しました。

 V2.2L20 → V2.2L21 の変更点

  * YAHOO!連携（お天気情報）のURL変更に対応しました。

================================================================================

Microsoft、Windows、Windows Vista、Excelは、米国Microsoft Corporationの米国および
その他の国における商標または登録商標です。

Adobe、Acrobat、Adobe Reader はAdobe Systems Incorporated （アドビ システムズ社）
の登録商標です。

Multilingual OCR by I.R.I.S.(Image Recognition Integrated Systems)
1997 Copyright by I.R.I.S., All rights reserved

The Proximity / Merriam Webster Linguibase
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また、本製品およびユーザーズガイド、ヘルプの説明で使用しているサンプル名刺の氏名、
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